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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる帯域幅を有するチャンネル上で動作する近接した無線ネットワーク間の干渉を減
少させる方法であって、
　第１のネットワーク内の第１の装置によって、前記第１のネットワークが動作するチャ
ンネル帯域の一部分を構成する前記チャンネル帯域上で動作している第２のネットワーク
上の装置からの干渉を検出するステップと、
　前記第１の装置によって、前記第１のネットワークの存在を通知するための干渉通知フ
レームを構成するステップと、
　前記第１の装置によって、前記第２のネットワークが動作するチャンネル上で前記干渉
通知フレームを同報通信するステップと、
　前記第１の装置によって、両方のネットワークの前記チャンネル上の保護フレームを送
信した後、前記干渉通知フレームを送信することによって、前記干渉通知フレームの同報
通信を両方のネットワークの前記チャンネル上の衝突から保護するステップと、
　前記第２のネットワーク内の第２の装置によって、前記干渉通知フレームを受信したと
きに前記第１のネットワークの存在を検出するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記干渉通知フレームが、
　前記第１のネットワークを一意に識別するネットワークＩＤと、
　前記第１のネットワークが動作するチャンネルの中心周波数と、
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　前記第１のネットワークが動作するチャンネルの帯域幅とを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記第２のネットワークが、前記干渉通知フレームに基づいて、前記第１のネットワー
クが動作するチャンネル帯域と重複しない別の使用可能なチャンネル帯域を見つけて前記
干渉を回避することを試み、同時に第１のネットワークが、本来のチャンネル帯域を使用
し続けようと試みる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記干渉通知フレームが、更に、
　前記第２のネットワークを一意に識別するネットワークＩＤを含む、請求項２に記載の
方法。
【請求項５】
　異なる帯域幅を有するチャンネル上で動作する近接した無線ネットワーク間の干渉を減
少させるように構成された無線通信装置であって、
　第１のネットワーク内の第１の装置上の、第２のネットワーク上の装置からの干渉を検
出するように構成された第１のモジュールであって、前記第２のネットワークは、前記第
１のネットワークが動作するチャンネル帯域の一部分を構成する前記チャンネル帯域上で
動作している第１のモジュールと、
　前記第１の装置上の、前記第１のネットワークの存在を通知するための干渉通知フレー
ムを構成するように構成された第２のモジュールと、
　前記第１の装置上の、前記第２のネットワークが動作する前記チャンネル上で前記干渉
通知フレームを同報通信するように構成された第３のモジュールとを含み、
　前記第１の装置上の第３のモジュールが、更に、両方のネットワークの前記チャンネル
上の保護フレームを送信した後、前記干渉通知フレームを送信することによって前記干渉
通知フレームの同報通信を両方のネットワークの前記チャンネル上の衝突から保護するよ
うに構成され、
　前記第１のモジュールが、また、前記第２のネットワーク内の第２の装置によって、前
記干渉通知フレームを受信することによって前記第１のネットワークの存在を検出するよ
うに実現された、無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に無線通信に関し、より詳細には無線通信システムにおける重複チャン
ネルによって引き起こされる干渉を減少させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワークが、様々なチャンネル帯域幅を有するチャンネル上で動作する選択肢
を有する無線通信システムでは、広帯域上で動作するある無線ネットワークが狭帯域上で
動作する別の無線ネットワークと重複する可能性が高い。この場合、狭帯域チャンネルの
スペクトルは、広帯域チャンネルの一部分を構成する。
【０００３】
　２つのネットワーク間の干渉が大きい状況では、干渉を減少させる１つの可能な解決策
は、一方又は両方のネットワークを非重複チャンネル（そのようなチャンネルが存在する
場合）に移動させることである。両方のネットワークは、多くの場合に処理能力の低下又
は他の手段によって干渉に気付くことになる。広帯域チャンネル上で動作する装置が、Ｆ
ＦＴ分析を含むがこれに限定されない技術を使用して狭帯域チャンネルの正確な特性を決
定することは比較的容易である。一方、狭帯域チャンネル上で動作する装置の受信装置上
に配置されたチャンネルフィルタなどの制限によって、そのような装置が、広帯域チャン
ネルの正確な特性を検出することは難しい。全ての無線通信システムにおいて、利用でき
る広帯域チャンネルの数が制限され、多くの場合１つに制限されることもある。そのよう
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な事例では、代替の広帯域チャンネルが存在しない場合は、狭帯域チャンネル上で動作す
るネットワークが、別の非重複チャンネルに移動する方が理にかなう。
【０００４】
　従来、ネットワークのコントローラ装置（ＷＬＡＮネットワークのＡＰ、又は携帯電話
の基地局）が、チャンネルを切り替えたい場合、利用できるチャンネルのどれが最良かを
決定するために様々な形の走査（エネルギー検出、アクティブ／パッシブビーコン検出な
ど）を行なわなければならない。コントローラ装置は、この過程で大量の時間とエネルギ
ーを消費する可能性がある。コントローラ装置が、干渉している広帯域チャンネルの正確
な特性の予備的知識を有する場合は、広帯域チャンネルと重複したチャンネルの走査を安
全に省略できるので、走査プロセスにおけるかなりの時間とエネルギーを節約することが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７６４００２２号明細書（Ｂ２）　無線通信ネットワークにお
ける干渉減少のための技術、Ｊｕｈａ　Ｓａｌｏｋａｎｎｅｌら
【特許文献２】国際公開第２０１０／１２４７２９号（Ａ１）　同一チャンネル干渉減少
のためのスペクトル配列
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１２／０１８４２０６号明細書（Ａ１）　無線通
信システムにおけるセル間干渉を減少させる方法及び装置
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１２／０２５７５７４号明細書（Ａ１）　無線Ｌ
ＡＮシステムにおける局間干渉を減少させる方法、及び該方法を支持する装置
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ＩＥＥＥ　ＳＴＤ　８０２．１１－２０１２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の要約：計画的送信タイムスロットの重複によって２つのネットワーク間の
干渉が起こる。提案された解決策は、規則的ビーコンフレームによってひとつのネットワ
ークによる干渉状況を別のネットワークに伝え、干渉を回避するために他のネットワーク
に要求してその送信タイムスロットを変化させることを含む。提案された解決策は、異な
る帯域幅を有するチャンネル上で動作するネットワークが別のネットワークのビーコンフ
レームを受信することができないので、我々の問題を解決しない。
【０００８】
　特許文献２の要約：２つの周波数チャンネル間で干渉が起こり、その一方の周波数チャ
ンネルが他方の周波数チャンネルより広く、狭いチャンネルが、より広いチャンネルの周
波数スペクトルの一端と重複する。提案された解決策は、２つのネットワーク間の通信を
含まない。解決策は、広い方のチャンネル上の送信を周波数スペクトルの非重複部分に制
限することに基づく。この手法は、我々の提案された解決策とは異なる。
【０００９】
　特許文献３の要約：マクロセルとマイクロセルの間で干渉が起こる。解決策は、２つの
セル間で通信が行われうる時間スケジュールをネゴシエートすることを含む。ひとつのセ
ルが、干渉の影響を少なくするためにその送信電力を減少させる要求を他のセルに送って
もよい。そのようなセル間通信スケジュールをネゴシエートする手段は、我々の事例には
存在しない。
【００１０】
　特許文献４の要約：提案された解決策は、干渉チャンネルに関する情報を収集するサウ
ンディングＰＰＤＵの使用と、干渉を少なくするビームフォーミング技術の使用を含む。
提案された解決策技術は、我々のものとはきわめて異なる。
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【００１１】
　非特許文献１の要約：セクション９．３．２．７の非ＳＴＢＣ　ＳＴＡの存在下でＳＴ
ＢＣデータフレームを保護するデュアルＣＴＳ保護機構が述べられる。ＳＴＢＣ　ＳＴＡ
の存在下で非ＳＴＢＣデータフレームを保護する逆の事例についても述べられる。この保
護機構は、この文章で述べた２つのネットワークが異なるチャンネル帯域幅を有するチャ
ンネル上で動作しているシナリオには適さない。
【００１２】
　本発明の目的は、異なるチャンネル帯域幅の重複チャンネル上で動作する２つの重複無
線通信システム間の干渉を回避／減少させる方法と、その方法を実現する装置を提供する
ことである。
【００１３】
　本発明の目的は、前述のものに限定されず、他の目的は、以下の節における発明の記述
から当業者に明らかになる。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　例えば、異なるチャンネルの重複チャンネル上で動作する２つの重複無線通信システム
間の干渉を回避／減少させる方法が提供される。その方法は、図７に示されたフローチャ
ート６００に要約される。プロセスは、６０２で、広帯域チャンネル上で動作する第１の
無線ネットワークが、広帯域チャンネルと完全に重複した狭帯域チャンネル上で動作する
第２の無線ネットワークによる干渉を受けるときに始まる。ステップ６０４で、第１のネ
ットワークのコントローラ／コーディネータ装置が、干渉の存在を検出し、ステップ６０
６で、有限数の再試行で干渉チャンネルに関する情報を収集しようとする。ステップ６０
８で、ステップ６０６で情報収集が成功し、干渉チャンネルがより狭い帯域幅のものであ
ることをコントローラ装置が決定できた場合は、コントローラ装置は、ステップ６１０に
進む。あるいは、コントローラ装置が、ステップ６０６で干渉チャンネル情報を収集でき
なかった場合、又は干渉チャンネルがより狭い帯域幅のものでないことが決定された場合
、コントローラ装置は、特許の範囲外である代替の干渉緩和メカニズム（ステップ６０９
）に退いてもよい。ステップ６１０で、コントローラ装置は、「干渉通知」フレームと呼
ばれることがある特殊なフレームを構成する。このフレームは、固有ネットワークＩＤ、
中心周波数、チャンネル帯域幅などの第１のネットワークに関する情報から構成される。
ステップ６１２で、コントローラ装置は、広帯域チャンネルと狭帯域チャンネルの両方が
アイドル状態であることを確認し、保護フレームをそれ自体のチャンネル上で適切な持続
時間設定で送信し始める。この保護フレームの目的は、規定された持続時間内に広帯域チ
ャンネルの他のフレームの伝送を防ぐことである。ステップ６１４で、短期間待った後で
、コントローラ装置は、狭帯域チャンネル上で適切な持続時間設定で別の保護フレームを
送信し始める。ステップ６１６で、別の短期間待った後で、コントローラ装置は、狭帯域
チャンネル上で「干渉通知」フレームを送信し始める。ステップ６１８で、干渉ネットワ
ーク内の装置は、「干渉通知」フレームを受信し、第１のネットワークの存在に気付く。
次に、この情報をそれ自体のネットワークのコントローラ装置に報告し始める。ステップ
６２０で、この情報に基づいて、干渉ネットワークのコントローラ装置は、代替の非重複
チャンネルを選択し、ネットワークをこのチャンネルに移動させ、それにより、干渉状態
が除去される。
【００１５】
　更に、前述の方法を実施する装置も示される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の利点は、近隣ネットワークからの激しい干渉がある場合にネットワークが代替
チャンネルを選択するエネルギーと時間の大幅な節約である。
【００１７】
　本発明の利点は、前述のものに限定されず、他の利点は、当業者に明らかである。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】提示された本発明が適用され得る例示的な環境を示す図である。２つの重複する
無線通信ネットワーク、即ち、広帯域チャンネル上で動作する無線通信ネットワークと狭
帯域上で動作する無線通信ネットワークが示される。
【図２】２つの周波数スペクトル、即ち１つの狭帯域と１つの広帯域の利用可能チャンネ
ルの図である。
【図３】提案されたフレーム交換シーケンスを示す図である。
【図４】図３に示されたフレーム交換シーケンスの代わりに使用され得る代替のフレーム
交換シーケンスを示す図である。
【図５】提案された「干渉通知」フレームの構造の図である。
【図６】提案された発明を実施する装置のブロック図である。
【図７】提案された発明に含まれる一連の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下の説明は、本発明の実施形態に基づいており、本明細書に明示的に記載されていな
い代替実施形態に関して本発明を限定するように解釈されるべきでない。
【００２０】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明が適用されうる例示的な環境を示す。環境は、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）と呼ばれる２つの無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）ネットワーク、即ち長距離ＢＳＳ１００
と短距離ＢＳＳ１１０を含む。各ＢＳＳは、少なくとも１つのアクセスポイント（ＡＰ）
と１つ以上の局（ＳＴＡ）を含む。長距離ＢＳＳ１００は、１つのＡＰ１０２と２つのＳ
ＴＡ１０４ａ及び１０４ｂを含む。短距離ＢＳＳ１１０は、１つのＡＰ１１２と１つのＳ
ＴＡ１１４を含む。図１でわかるように、長距離ＢＳＳ１００は、短距離ＢＳＳ１１０と
完全に重複し、重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）を構成する。更に、長距離ＢＳＳ１
００に属するＳＴＡのうちの１つ１０４ａも短距離ＢＳＳ１１０のＡＰ１１２の伝送距離
内にある。例えば、長距離ＢＳＳ１００は、最大１ｋｍの到達距離を有する長距離ＷｉＦ
ｉ（登録商標）ホットスポットである。他方、短距離ＢＳＳ１１０は、１００メートル未
満の到達距離を有する家庭用ＷｉＦｉ（登録商標）ネットワークでよい。長距離ＢＳＳ１
００内で無線通信に使用されるチャンネルは、点線１０６によって表わされ、短距離ＢＳ
Ｓ１１０内で無線通信に使用されるチャンネルは、実線１１６によって表わされる。
【００２１】
　図２は、２つのＢＳＳの周波数スペクトルを示す。長距離ＢＳＳ１００は、狭帯域チャ
ンネル２０８上で動作し、この狭帯域チャンネル２０８は、周波数スペクトル２００内で
利用可能な狭帯域チャンネルのうちの１つである。同様に、短距離ＢＳＳ１１０は、周波
数スペクトル２５０内の広帯域チャンネル２５１上で動作している。この場合、狭帯域チ
ャンネル２０８は、広帯域チャンネル２５１と完全に重複しており、即ち、狭帯域チャン
ネル２０８の開始周波数（ｆls）と終了周波数２２２（ｆle）が両方とも、広帯域チャン
ネル２５１の開始周波数２２５（ｆws）と終了周波数２５６（ｆwe）の間にある。更に、
すべての狭帯域チャンネル２０１、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、
２０９、２１０、２１１、２１２、２１３、２１４、２１５及び２１６も広帯域チャンネ
ル２５１と重なる。
【００２２】
　動作周波数のこの重複により、どちらかのチャンネル上の無線通信が、他のチャンネル
上の通信と干渉する。例えば、リンク１０６上のＡＰ１０２とＳＴＡ１０４ａとの間のデ
ータ伝送が、リンク１１６上のＡＰ１１２とＳＴＡ１１４と間のデータ伝送に影響を及ぼ
し、その逆の場合も同様である。２つのリンクが、２つの異なるチャンネル帯域幅で動作
しているので、通信を共にする装置は、この干渉にすぐに気付かない可能性があるが、こ
の干渉は、一方又は両方のリンク上の処理能力の低下や再送信の増加などとして現れる。
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この干渉がきわめて激しい場合、両方のリンク上の通信が極度に劣化する。この状況は、
短距離ＢＳＳ１１０内の全ての装置が影響を受けるので短距離ＢＳＳ１１０の方が危機的
であり、長距離ＢＳＳ１００に関しては、ＡＰ１１２の伝送距離内にある装置だけが影響
を受ける。広帯域チャンネルの方が数が少ないので、多くの場合、図２に示されたような
多くの狭帯域チャンネルでありえるような所定の周波数スペクトル内に１つの広帯域チャ
ンネルしかない可能性がある。そのような状況では、干渉に気づいたとき、短距離ＢＳＳ
１１０は、干渉を軽減するために選択肢が２つしかない可能性があり、その１つ目は、狭
帯域チャンネル２０８と重複しないもっと狭帯域のチャンネルに移動できることであり、
２つ目は、例えば、チャンネル２０１、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０
７、２０８、２０９、２１０、２１１、２１２、２１３、２１４、２１５及び２１６以外
の、図２に示された狭帯域チャンネルのどれに関しても広帯域チャンネル２５１と重複し
ない別の狭帯域チャンネルに移動することを干渉ＢＳＳ１００に要求できることである。
これを達成するために、短距離ＢＳＳ１１０は、この要求をどうにかして長距離ＢＳＳ１
００に伝えることができなければならない。現時点で、この種のＢＳＳ間通信を達成する
明確な仕組みは存在しない。この目的のため、「干渉通知」と呼ばれる新しい制御フレー
ム３０３が提案され、そのフレームの構造が、図５に示されている。フレームのフィール
ドは、一例として、フレーム制御フィールド４０１、持続時間フィールド４０２、レシー
バアドレス（ＲＡ）フィールド４０３、ＢＳＳＩＤフィールド４０４、チャンネル情報フ
ィールド４０５、及びＦＣＳフィールド４０６を含む。フレーム制御フィールド４０１、
持続時間フィールド４０２及びＦＣＳフィールド４０６は、構造が他の制御フィールドで
使用される同じ規則に従う構造である。レシーバアドレス（ＲＡ）フィールド４０３は、
同報通信ＭＡＣアドレスとして設定されなければならず、ＢＳＳＩＤフィールド４０４は
、ＢＳＳのネットワークＩＤである。「干渉通知」フレーム３０３の最も独特の要素は、
ＢＳＳが動作しているチャンネルを明示的に識別するチャンネル情報フィールド４０５で
ある。チャンネル情報フィールド４０５は、ＢＳＳチャンネルの中心周波数を指定するサ
ブフィールド中心周波数４１０と、ＢＳＳチャンネルの帯域幅を指定するサブフィールド
帯域幅４１１とからなる。
【００２３】
　図３は、「干渉通知」フレーム３０３の送信に関係するフレームシーケンスを示す。Ｏ
ＢＳＳの存在により、「干渉通知」フレーム３０３の送信が失敗する可能性はかなり高い
。送信の成功率を高めるため、「干渉通知」フレーム３０３は、広帯域チャンネル２５１
並びに狭帯域チャンネル２０８の両方で保護されなければならない。これは、適切なチャ
ンネルアクセス手順を使用し、次に広帯域チャンネル２５１で自分自身にアドレス指定さ
れたＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０１を送信することによって、広帯域チャンネル
と狭帯域チャンネルの両方で媒体にアクセスするＡＰ１１２によって達成される。この実
施形態では、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０１は、短距離ＢＳＳ１１０で制御フレ
ームを送信するために使用されるデフォルトの変調及び符号化方法（ＭＣＳ）を使用して
送信される。ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレームは、そのレシーバアドレス（ＲＡ）フィー
ルドが送信装置自体のＭＡＣアドレスに設定された標準ＣＴＳフレームである。ＣＴＳ－
ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０１の保護持続時間３２０は、時間間隔３１０ａ及び３１０ｂ
と、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２と「干渉通知」フレーム３０３の送信時間と
の和として設定される。時間間隔３１０ａ及び３１０ｂは、１つのショートインターフレ
ームスペース（ＳＩＦＳ）として設定される。時間間隔３１０ａ及び３１０ｂが、同じ持
続時間を有してもよく、時間間隔３１０ａ及び３１０ｂがそれぞれ異なる持続時間を有し
てもよい。短距離ＢＳＳ１１０内の全ての装置は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０
１を受信することができる。ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０１のレシーバアドレス
（ＲＡ）フィールドが、フレームを受信する装置のＭＡＣアドレスと一致しないので、装
置は、そのネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）をＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム
３０１で設定された持続時間３２０に設定する。このようにして、短距離ＢＳＳ１１０内
の全ての装置は、ＡＰ１１２を除き、図３に示されたフレームシーケンスを完了するのに
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必要な持続時間全体にフレームを送信することを制限される。時間間隔３１０ａが１つの
ＳＩＦＳに等しくなった後で、ＡＰ１１２は、狭帯域チャンネル２０８内でそれ自体にア
ドレス指定された別のＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２を送信する。この実施形態
では、このＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２は、長距離ＢＳＳ１００内で制御フレ
ームを送信するために使用されるデフォルトＭＣＳを使用して送信される。ＡＰ１１２の
伝送距離内の長距離ＢＳＳ１００に属する全ての装置は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレー
ム３０２を受信することができる。ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２のレシーバア
ドレス（ＲＡ）フィールドが、フレームを受信する装置のＭＡＣアドレスと一致しないの
で、装置は、そのネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）をＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフ
レーム３０２に設定された持続時間３２１に設定する。このようにして、ＡＰ１１２の伝
送距離内にある長距離ＢＳＳ１００に属する全ての装置は、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレ
ーム３０２内に設定された持続時間３２１にフレームを送信することを制限される。ＣＴ
Ｓ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２の保護持続時間３２１は、時間間隔３１０ｂと「干渉
通知」フレーム３０３の送信時間の和として設定される。時間間隔３１０ｂがＳＩＦＳと
等しくなった後で、ＡＰ１１２は、最終的に、狭帯域チャンネル２０８で「干渉通知」フ
レーム３０３を送信する。この実施形態では、この「干渉通知」フレーム３０３は、長距
離ＢＳＳ１００内で制御フレームを送信するために使用されるデフォルトＭＣＳを使用し
て送信される。「干渉通知」フレーム３０３は、長距離ＢＳＳ１００に属するＳＴＡ１０
４ａによって受信され、ＳＴＡ１０４ａは、やはり短距離ＢＳＳ１１０のＡＰ１１２の伝
送距離内にある。「干渉通知」フレーム３０３のＢＳＳＩＤフィールド４０４を調べると
、ＳＴＡ１０４ａは、短距離ＢＳＳ１１０によって引き起こされたＯＢＳＳの存在に気付
くことになる。ＳＴＡ１０４ａは、このことを何らかの報告機構を使用してそのＡＰ１０
２に報告することができ、この報告には干渉チャンネルに関する情報を含む。ＡＰ１０２
は、ＳＴＡ１０４ａからこの報告を受信すると、広帯域チャンネル２５１が重複しない代
替チャンネルを見つけるプロセスを開始することができる。このプロセスは、利用できる
チャンネルのどれが最良かを決定するために、様々な形の走査（エネルギー検出、アクテ
ィブ／パッシブビーコン検出など）を含むことができる。「干渉通知」フレーム３０３に
よって通信された広帯域チャンネルに関する明示的情報（即ち、中心周波数とチャンネル
帯域幅）によって、ＡＰ１０２は、チャンネル２０１、２０２、２０３、２０４、２０５
、２０６、２０７、２０８、２０９、２１０、２１１、２１２、２１３、２１４、２１５
及び２１６が全て広帯域チャンネル２５１と重複するので、これらのチャンネルの走査を
スキップし、その走査労力を残りのチャンネルに集中できる。干渉広帯域チャンネルの正
確な特性のこの演繹的知識により、広帯域チャンネルと重複したチャンネルの走査を安全
にスキップできるので、走査プロセスにおけるＡＰ１０２のかなりの時間とエネルギーを
節約することができる。
【００２４】
　前述の方法は、図６に示されたように無線装置５００によって実施されてもよい。無線
装置５００は、ＡＰでもよく非ＡＰ　ＳＴＡでもよい。無線装置５００は、ＲＦアンテナ
５０２、送信／受信ユニット５０４、送信プロセッサ５０６、受信プロセッサ５１０、中
央制御装置５０８、データソース５１２、データ受信装置５１４及びメモリ５１４を含む
。ＲＦアンテナ５０２は、無線信号の送受信に関与し、送信／受信ユニット５０４は、送
信されるビットストリームを空中に送出し着信無線信号をビットストリームに受信するこ
とに関与する。送信プロセッサ５０６は、ＭＡＣ層によって渡された様々なフレームを、
送信／受信ユニット５０４に渡されるビットストリームに変換する役割をし、一方、受信
プロセッサ５１０は、送信／受信ユニット５０４から着信ビットストリームを受け取り、
関連情報をＭＡＣ層に渡す役割をする。ＭＡＣ層は、中央制御装置５０８によって実現さ
れる。中央制御装置５０８にロードされたＭＡＣプログラムのタイプにより、無線装置は
、ＡＰ又は非ＡＰ　ＳＴＡとして動作する。
【００２５】
（第２の実施形態）
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　本発明の第２の実施形態によれば、第１の実施形態で述べた全ての手順は同じままであ
るが、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０１、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０２
及び「干渉通知」フレーム３０３は全て、できるだけ低いＭＣＳ値で送信される。
【００２６】
（第３の実施形態）
　第３の実施形態によれば、第１の実施形態で述べた他の全ての手順は同じままであるが
、フレーム交換シーケンスの手順は、図４を参照する以下の説明に置き換えられる。
【００２７】
　図４は、「干渉通知」フレーム３０３の送信に関わる代替のフレームシーケンスについ
て述べる。ＯＢＳＳの存在により、「干渉通知」フレーム３０３の送信が失敗する可能性
はかなり高い。送信の成功率を高めるために、「干渉通知」フレーム３０３は、広帯域チ
ャンネル２５１と狭帯域チャンネル２０８の両方で保護されなければならない。これは、
ＡＰ１１２が、適切なチャンネルアクセス手順を使用することによって広帯域チャンネル
２５１と重複する各狭帯域チャンネル上で媒体にアクセスし、次に広帯域チャンネル２５
１と重複する各狭帯域チャンネル上で自らにアドレス指定されたＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ
フレーム３０４を同時に送信することによって達成される。この実施形態では、ＣＴＳ－
ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４は、短距離ＢＳＳ１１０で制御フレームを送信するために
使用されるデフォルトの変調及び符号化方法（ＭＣＳ）を使用して送信される。ＣＴＳ－
ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４の保護持続時間３３０は、時間間隔３１０ｃと、狭帯域チ
ャンネル２０８で「干渉通知」フレーム３０３を送信するのに必要な時間との和として設
定される。時間間隔３１０ｃは、１つのショートインターフレームスペース（ＳＩＦＳ）
として設定される。更に、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４は、ＡＰ１１２によっ
て、ＡＰ１１２の最大伝送距離内の全ての装置がＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４
を受信できることを保証するように最大送信電力で送信される。ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ
フレーム３０４のレシーバアドレス（ＲＡ）フィールドが、フレームを受信する装置のＭ
ＡＣアドレスと一致しないので、装置は、そのネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）
をＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４に設定された持続時間３３０に設定する。この
ようにして、ＡＰ１１２の最大伝送距離内にあるＡＰ１１２自体を除く全ての装置は、図
４に示されたフレームシーケンスを完了するのに必要な全持続時間３３０にフレームを送
信することが制限される。１つのＳＩＦＳと等しい時間間隔３１０ｃの後で、ＡＰ１１２
は、「干渉通知」フレーム３０３を狭帯域チャンネル２０８で最大送信電力で送信する。
この実施形態では、この「干渉通知」フレーム３０３は、短距離ＢＳＳ１１０で制御フレ
ームを送信するために使用されるデフォルトＭＣＳを使用して送信される。ＡＰ１０２は
、「干渉通知」フレーム３０３を受信すると、短距離ＢＳＳ１１０によって生成されたＯ
ＢＳＳの存在を知ることになる。ＡＰ１０２は、広帯域チャンネル２５１が重複しない代
替チャンネルを見つけるプロセスを開始することができる。このプロセスは、利用できる
チャンネルのうちのどれが最良かを決定するために様々な走査形態（エネルギー検出、ア
クティブ／パッシブビーコン検出など）を含むことがある。「干渉通知」フレーム３０３
によって通信された広帯域チャンネルに関する明示的情報（即ち、中心周波数とチャンネ
ル帯域幅）によって、ＡＰ１０２は、チャンネル２０１、２０２、２０３、２０４、２０
５、２０６、２０７、２０８、２０９、２１０、２１１、２１２、２１３、２１４、２１
５及び２１６が全て広帯域チャンネル２５１と重複するので、これらのチャンネルの走査
をスキップし、その走査努力を残りのチャンネルに集中することができる。干渉広帯域チ
ャンネルの正確な特性のこの演繹的知識によって、広帯域チャンネルと重複したチャンネ
ルの走査を安全にスキップすることができるので、走査プロセスにおいてＡＰ１０２のか
なりの時間及びエネルギーを節約することができる。
【００２８】
（第４の実施形態）
　本発明の第４の実施形態によれば、第３の実施形態で述べた全ての手順は同じままであ
るが、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４と「干渉通知」フレーム３０３は全て、で
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きるだけ低いＭＣＳ値で送信される。
【００２９】
（第５の実施形態）
　本発明の第５の実施形態によれば、第３の実施形態で述べた手順は全て同じままである
が、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム３０４と「干渉通知」フレーム３０３が全て、長距
離ＢＳＳ１００の制御フレームを送信するために使用されたデフォルトＭＣＳで送信され
る。
【００３０】
　本出願は、２０１２年１２月１１日に出願された先行日本特許出願第２０１２－２７０
３８０号及び２０１３年３月１１日に出願された第２０１３－０４８３３４号に基づき、
これらの出願の優先権の利益を主張し、その内容全体はここに参照として取り込まれる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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